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□ 今号の内容 □ 
 

・2023年度通常総会のご案内 

理事長 座間直荘 

・総会記念講演会の説明とお誘い 

・第 40回多摩デポ講座 

 「東京都公文書館見学会」報告 

・北海協の共同保存調査報告の紹介 

・調査研究活動と北海道図書館振興

協議会     一戸泰 

・（株）カーリルとの共同研究報告 

・ブックレット第 16号が完成 

 
 

２
０
２
３
年
度 

通
常
総
会
開
催
の
ご
案
内 

理
事
長 

座
間
直
壯 

  

今
年
は
３
月
半
ば
に
は
桜
の

開
花
宣
言
が
発
表
さ
れ
、
例
年

に
な
く
気
忙
し
い
春
を
送
ら
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終
息
が

充
分
に
見
通
せ
な
い
ま
ま
、
世

の
中
が
忙
し
な
く
動
き
始
め
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。 

 

多
摩
デ
ポ
は
２
０
０
８
年
４

月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
活
動

を
始
め
て
１５
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
図
書
館
の
資
料
保
存
の
望

ま
し
い
姿
を
追
い
続
け
、
こ
れ

ま
で
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。 

 

 

さ
て
５
月
２１
日(

日)

午
後
２

時
か
ら
、
２
０
２
３
年
度
通
常

総
会
を
調
布
市
文
化
会
館
た
づ

く
り
１０
階
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
集
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

今
回
の
議
案
の
主
な
案
件
は
、

２
０
２
２
年
度
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
共
同
保
存

図
書
館
推
進
の
進
捗
、
多
摩
デ

ポ
講
座
・
多
摩
デ
ポ
実
践
講
座

の
反
響
、
図
書
館
資
料
の
里
親

探
し
の
実
績
な
ど
を
中
心
に
報

告
を
行
い
ま
す
。 

２
０
２
３
年
度
の
計
画
で
は
、

リ
ア
ル
な
共
同
保
存
図
書
館
の

必
要
性
を
改
め
て
館
長
会
や
東

京
都
に
訴
え
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
の
沈
静
化
を

見
極
め
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
こ

ら
れ
な
か
っ
た
事
業
を
進
め
る

予
定
で
す
。
新
た
に
「
多
摩
地

域
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
講
座
」
と

い
う
図
書
館
職
員
を
対
象
と
し

た
連
続
講
座
を
始
め
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

総
会
開
催
前
に
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
に
よ
る
会
員
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
す
。
理
事
会
か
ら

は
議
案
概
要
を
説
明
し
、
質
疑

に
お
答
え
し
ま
す
。
総
会
の
安

定
的
な
成
立
の
た
め
書
面
表
決

票
の
事
前
提
出
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
が
、
議
案
書
を
読
む
だ

け
で
な
く
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
説

明
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

当
日
は
総
会
の
あ
と
同
会
場

で
、
三
年
ぶ
り
に
総
会
記
念
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
国
立
国

会
図
書
館
の
職
員
の
方
を
講
師

に
、
昨
年
５
月
か
ら
始
ま
っ
た

同
館
蔵
書
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

の
個
人
配
信
事
業
の
こ
と
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
感
染
対

策
を
と
り
な
が
ら
の
開
催
で
す

が
、
今
年
は
ぜ
ひ
会
員
の
皆
様

が
、
総
会
お
よ
び
総
会
記
念
講

演
会
へ
お
い
で
に
な
る
こ
と
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
前
の
日
常
が
戻
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
共
同
保
存
の

実
現
に
向
け
て
２
０
２
３
年
度

も
積
極
的
な
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ご
理
解
ご
支
援
を
い

た
だ
き
様
々
な 

事
業
に
参
加
く 

だ
さ
い
ま
す
よ 

う
、
お
願
い
申 

し
上
げ
ま
す
。 

多
摩
デ
ポ
通
信 

第
６３

号 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
共
同
保
存
図
書
館･

多
摩 
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総
会
記
念
講
演
会 

「
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書

の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の 

個
人
配
信
事
業
」 

 

パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
検
索
窓
に
「
国
立
国
会
図
書

館
」
と
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
番
上
に
出
る
の
が
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
ペ
ー
ジ
の
中

で
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
す
ぐ
１
９
８
７
年
ま

で
の
蔵
書
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

た
か
た
ま
り
の
門
。
検
索
窓
が

あ
っ
て
、
宝
探
し
が
始
ま
る
。 

 

画
面
を
ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
と
、

「
公
開
範
囲
と
閲
覧
の
方
法
」

が
出
て
く
る
。「
ロ
グ
イ
ン
な
し

で
閲
覧
可
能
」「
送
信
サ
ー
ビ
ス

で
閲
覧
可
能
」「
国
立
国
会
図
書

館
内
限
定
」
が
あ
り
、
資
料
に

よ
っ
て
公
開
方
法
が
分
け
ら
れ

て
い
る
。「
送
信
サ
ー
ビ
ス
で
閲

覧
可
能
」
に
絞
っ
た
検
索
も
で

き
る
。 

 

「
個
人
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資

料
送
信
サ
ー
ビ
ス
（
個
人
送

信
）」
の
利
用
方
法
を
探
す
。
こ

れ
に
は
「
個
人
登
録
」
が
必
要
。

住
所
が
書
か
れ
た
身
分
証
明
書

を
写
真
に
撮
っ
て
送
信
す
る
必

要
が
あ
り
、
Ｉ
Ｄ
番
号
取
得
に

最
低
５
日
は
か
か
る
と
い
う
。 

 

登
録
の
申
請
を
し
な
が
ら
、

前
に
使
っ
た
『
江
戸
名
所
花
暦
』

（
エ
ド
メ
イ
シ
ョ
ハ
ナ
ゴ
ヨ

ミ
）
を
検
索
し
て
み
る
。「
ロ
グ

イ
ン
な
し
で
閲
覧
可
能
」
で
、

す
ぐ
画
面
に
出
て
く
る
。
以
前

白
黒
印
刷
の
本
で
見
た
が
、
も

ち
ろ
ん
カ
ラ
ー
画
面
。
倍
率
４

０
０
倍
ま
で
拡
大
可
能
だ
か
ら
、

江
戸
時
代
の
刷
り
本
な
ら
和
紙

の
繊
維
が
見
ら
れ
る
し
、
墨
が

飛
ん
だ
跡
と
か
文
字
の
か
す
れ

な
ど
も
わ
か
る
。
細
か
い
刷
り

技
の
妙
や
２
０
０
年
前
の
彫
り

職
人
の
腕
前
を
垣
間
見
る
思
い

が
交
錯
し
、
得
も
言
わ
れ
ぬ
醍

醐
味
が
味
わ
え
る
。
登
録
す
れ

ば
、
ど
ん
な
蔵
書
が
見
ら
れ
る

の
だ
ろ
う
？  

 

Ⅰ 

そ
も
そ
も 

「
パ
ソ
コ
ン
で
読
む
本
」
に

は
、
販
売
さ
れ
る
電
子
書
籍
と
、

「
紙
の
本
」
の
ペ
ー
ジ
画
像
を

ス
キ
ャ
ナ
ー
で
電
子
デ
ー
タ
に

取
り
込
ん
だ
も
の
が
あ
る
。
千

年
の
歴
史
が
あ
る
「
紙
の
本
」

の
範
囲
の
方
が
当
然
ず
っ
と
広

い
。
た
だ
し
本
に
は
著
作
権
が

あ
る
（
著
者
が
存
命
の
間
は
も

ち
ろ
ん
、
今
で
は
死
後
７０
年
ま

で
が
保
護
期
間
だ
）。
保
護
期
間

内
は
、
使
う
の
は
個
人
利
用
に

限
ら
れ
る
。
図
書
館
の
蔵
書
デ

ジ
タ
ル
化
も
著
作
権
法
が
認
め

５月 21日（日）午後 2時～ 

2023年度通常総会 
      午後 3時 20分～ 

総会記念講演会 
佐藤菜緒恵氏 

（国立国会図書館） 
 

総会前ＺＯＯＭ意見交換会 

  5月 9日（火）午後 8時～ 
 

書面表決票の事前提出 

5月 12日（金）できれば 

総会の安定成立にご協力を 
 

コロナ後はそのままの以前が戻

ることはないかもしれません。

しかし多摩デポは、以前のよう

な総会を行うところから、活動

を再開していきます。 

＊総会にお集まりください。 

 

（（広告）） 

多摩デポブックレット 
 第 16号を発行しました。 
 

前号までの既刊は、4号 

以降は在庫あります。 

   持っていない方は 

    注文してください。 
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る
範
囲
に
限
ら
れ
る
。 

 
Ⅱ 
Ｎ
Ｄ
Ｌ
だ
け
は
例
外 

著
作
権
法
は
２
０
０
９
年
に

改
正
さ
れ
、
国
立
国
会
図
書
館

（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
だ
け
は
「
原
本
を

利
用
に
供
す
る
こ
と
に
よ
る
」

「
減
失
、
損
傷
又
は
汚
損
を
避

け
る
た
め
」
蔵
書
デ
ジ
タ
ル
化

が
（
著
作
権
の
制
約
を
受
け
ず
）

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公
開

ル
ー
ル
は
２
０
１
０
年
代
に
、

以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
た
。 

①
著
作
権
が
切
れ
た
資
料
は
、

Ｎ
Ｄ
Ｌ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
常 

時
公
開 

②
保
護
期
間
内
だ
が

絶
版
等
で
入
手
困
難
な
資
料
は
、

利
用
希
望
が
出
た
ら
登
録
し
た

公
共
や
大
学
の
図
書
館
に
送
信

し
館
内
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧
（
と

い
う
限
定
公
開
） 

③
保
護
期

間
内
で
入
手
容
易
な
（
発
売
中
）

資
料
は
、
著
作
権
者
の
利
益
を

損
な
わ
な
い
た
め
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
館

内
パ
ソ
コ
ン
で
だ
け
閲
覧 

 

一
方
、
国
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
蔵
書

デ
ジ
タ
ル
化
に
多
く
の
予
算
を

投
入
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
急
速
に

進
ん
で
い
く
。 

こ
の
３
月
末
の
発
表
で
、
図

書
１
５
８
万
点
、
雑
誌
１
３
６

万
点
、
博
士
論
文
１７
万
点
、
そ

の
他
３２
万
点
、
合
計
３
４
３
万

点
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
が
公
開

さ
れ
て
い
る
。
公
開
方
法
は
、

①
の
図
書
の
範
囲
で
上
記
の
う

ち
３６
万
点
。
②
の
図
書
の
範
囲

で
８５
万
点
。
登
録
図
書
館
は
約

１
４
０
０
館
。
③
の
図
書
の
範 

囲
で
３７
万
点
。 

 

Ⅲ 
「
入
手
困
難
な
出
版
物
」

の
閲
覧
の
容
易
化 

 

「
図
書
館
向
け
送
信
」
は
２

０
２
０
年
以
前
の
閲
覧
数
は
年

間
３０
万
回
、
複
写
数
は
約
１２
万

回
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時

は
公
共
、
大
学
と
も
図
書
館
の

休
館
が
続
い
た
。
図
書
館
に
配

信
し
て
閲
覧
す
る
方
法
は
休
館

す
る
と
成
り
立
た
な
い
。
病
気

や
障
害
で
行
け
な
け
れ
ば
使
え

な
い
。
不
便
さ
が
顕
在
化
し
た
。 

こ
う
し
た
状
況
に
、
②
の
、

絶
版
等
資
料
の
デ
ー
タ
は
図
書

館
に
も
送
る
が
、
個
人
パ
ソ
コ

ン
に
も
送
れ
る
よ
う
に
す
る
著

作
権
法
改
正
が
２
０
２
１
年
成

立
し
た
。
そ
し
て
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
昨

年
５
月
か
ら
、
登
録
し
て
Ｉ
Ｄ
、

パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得
し
た
利
用

者
へ
も
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
年
１
月
か
ら
は
部
分
の
プ
リ

ン
ト
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
。 

 

Ⅳ 

講
演
会
へ
、
ぜ
ひ 

利
用
の
立
場
か
ら
は
コ
ロ
ナ

禍
が
一
挙
に
拓
い
た
機
会
拡
大
。 

著
作
権
者
側
の
懸
念
は
？
不

況
・
縮
小
が
続
く
出
版
業
界
の

反
応
は
？
そ
し
て
図
書
館
の
蔵

書
保
存
と
の
関
係
は
？…

…

と

課
題
は
多
い
が
、
ま
ず
は
試
し

て
み
よ
う
。
研
究
し
て
み
よ
う
。

使
い
買
っ
て
は
ど
う
か
？ 

会
員
も
会
員
で
な
い
方
も
、 

講
演
会
に 

お
い
で 

く
だ
さ
い
。 

  

第
４０
回
多
摩
デ
ポ
講
座 

東
京
都
公
文
書
館
見
学
会 

実
施
報
告 

 

３
月
１３
日
（
月
）
午
後
１
時

３０
分
～
３
時
３０
分
で
見
学
会

を
実
施
し
ま
し
た
。 

東
京
都
公
文
書
館
は
２
０
２

０
年
春
に
西
国
分
寺
駅
近
く
の

都
立
多
摩
図
書
館
の
隣
地
に
移

転
開
館
し
ま
し
た
。
開
館
前
か

ら
見
学
会
を
し
よ
う
と
の
話
は

あ
り
、
「
２
０
２
０
年
度
総
会

議
案
書
」
に
も
予
定
が
書
か
れ

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
蔓
延
し
て
い
っ
た
こ
と
、

公
文
書
館
で
当
初
、
見
学
を
受

付
け
る
用
意
が
な
か
っ
た
た
め
、

実
施
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
開

館
し
二
年
半
た
ち
、
改
め
て
問

い
合
わ
せ
ま
し
た
。
団
体
見
学

実
施
を
始
め
て
い
る
。
た
だ
し

狭
い
場
所
に
も
入
る
の
で
人
数

は
絞
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

受
入
人
数
は
１５
人
ま
で
。
年

度
末
で
も
さ
す
が
に
２０
人
以
上

の
希
望
は
集
ま
り
、
多
摩
デ
ポ
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役
員
の
多
く
は
今
回
は
遠
慮
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
体
調
不

良
で
欠
席
の
方
が
一
人
あ
り
、

当
日
の
参
加
者
は
１４
人
で
し
た
。

内
訳
は
多
摩
デ
ポ
会
員
１２
人
。

現
職
の
図
書
館
員
は
３
人
。
い

つ
も
の
よ
う
に
多
摩
地
域
の
図

書
館
に
は
案
内
を
送
り
ま
し
た
。

職
員
回
覧
し
て
も
ら
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
現
職
の
応
募

が
少
な
い
回
で
し
た
。 

 

 

施
設
の
性
格
か
ら
、
資
料
は

原
則
、
閉
架
で
収
蔵
で
す
。
館

内
の
検
索
機
で
も
調
べ
て
請
求

で
き
ま
す
が
、
館
側
と
し
て
は
、

自
宅
で
ネ
ッ
ト
検
索
で
請
求
番

号
等
を
調
べ
て
か
ら
の
来
館
を

推
奨
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
閲

覧
室
に
現
物
は
少
な
か
っ
た
が

複
製
古
地
図
な
ど
は
置
か
れ
、

楽
し
い
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

集
会
室
で
説
明
を
受
け
た
後
、

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
入
れ
て
も
ら

い
、
公
文
書
が
並
ぶ
書
架
や
保

存
箱
に
入
っ
た
古
文
書
、
古
地

図
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

新
設
建
物
の
、
入
口
を
二
重
化

し
靴
を
履
き
替
え
、
ほ
こ
り
や

虫
の
侵
入
を
防
ぐ
対
策
が
印
象

的
で
す
。
昔
は
図
書
館
な
ど
も

燻
蒸
（
く
ん
じ
ょ
う
＝
建
物
を

密
閉
し
、
い
ぶ
し
て
虫
を
殺
す
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

も
う
あ
ま
り
行
わ
れ
な
い
方
法

と
の
こ
と
で
し
た
。 

案
内
し
て
く
れ
た
庶
務
職
員

の
方
が
、
専
門
員
で
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
施
設
の
歴
史

や
事
業
に
大
変
詳
し
い
方
で
、

何
を
聞
い
て
も
す
ぐ
答
え
、
説

明
も
的
を
射
て
お
り
、
感
動
で

し
た
（
「
公
文
書
館
ラ
ブ
の
お

じ
さ
ん
？
」
と
さ
さ
や
く
人
が

い
た
）
。
公
文
書
館
は
と
っ
つ

き
や
す
い
施
設
や
事
業
と
は
言

え
な
い
で
し
ょ
う
。
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
多
方
面
の
質
問
が

出
さ
れ
、
職
員
が
当
意
即
妙
に

答
え
て
い
る
さ
ま
を
皆
が
共
有

で
き
た
。
そ
れ
が
大
変
勉
強
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
参
加

者
か
ら
は
、
面
白
い
会
で
し
た

と
の
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
に
作
成
さ
れ
保
存

し
て
い
る
「
紙
の
公
文
書
」
の

量
は
膨
大
だ
が
、
現
在
は
文
書

を
作
成
す
る
各
課
で
、
当
初
か

ら
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
存
す
る

よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

を
勘
案
し
、
こ
の
程
度
の
施
設

規
模
で
建
設
さ
れ
た
と
の
こ
と 

           で
し
た
。
〈
東
京
都
が
公
文
書

を
適
切
に
保
存
・
整
理
し
適
切

に
提
供
で
き
て
い
る
の
か
〉
は
、

こ
う
し
た
施
設
見
学
で
は
分
か

ら
な
い
し
、
私
に
そ
の
経
験
や

見
識
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

入
口
近
く
に
は
規
模
は
大
き

く
な
い
が
凝
っ
た
作
り
の
展
示

室
が
あ
り
、
年
２
回
充
実
し
た

特
別
展
示
も
始
め
て
い
ま
す
。

た
だ
建
物
の
大
半
は
、
閲
覧
室

に
行
く
ロ
ビ
ー
以
外
は
壁
に
覆

わ
れ
て
い
ま
す
。
（
外
光
を
避

け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
）
展

示
室
く
ら
い
は
半
分
は
外
か
ら

見
え
る
よ
う
で
な
い
と
フ
ラ
ッ

ト
に
は
入
り
に
く
い
と
い
う
感

想
も
あ
り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
延
び
延
び
に
な

っ
て
い
た
、
２
０
２
０
年
１１
月

の
山
口
源
治
郎
氏
講
演
会
以
来

の
「
多
摩
デ
ポ
講
座
」
が
よ
う

や
く
実
施
で
き
ま
し
た
。 

 
 

（
事
務
局 

堀
） 

「 
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『
多
摩
デ
ポ
通
信
』
前
号
の

記
事
「
北
海
道
の
図
書
館
か
ら

多
摩
デ
ポ
に
問
合
せ
」
で
紹
介

し
た
調
査
研
究
が
発
表
さ
れ
た
。 

『
資
料
を
護
り
、
未
来
の
利

用
者
へ
残
す
た
め
に 

～
資
料

の
共
同
保
存
と
除
籍
を
考
え
る

～
（
調
査
研
究
報
告
書
）
』
（
２

０
２
３
年
３
月 

北
海
道
図
書

館
振
興
協
議
会
：
発
行
）
で
、
編

者
は
北
海
道
図
書
館
振
興
協
議

会
調
査
研
究
チ
ー
ム
。 

全
５２
ペ
ー
ジ
の
文
書
だ
が
、

概
要
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

「
第
１
章 

社
会
的
背
景
と

現
状
」
で
は
、
資
料
保
存
や
除

籍
が
多
く
の
公
立
図
書
館
で
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
北
海
道
図

書
館
振
興
協
議
会
で
は
、
２
０

２
１
年
度
～
２
２
年
度
に
「
資

料
の
共
同
保
存
と
除
籍
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
調
査
研
究
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
研
究
す
る
こ
と
に

し
た
。 

「
第
２
章 

全
国
の
状
況
」

で
は
、
全
都
道
府
県
域
で
の
資

料
保
存
の
取
組
に
つ
い
て
、
全

国
公
共
図
書
館
協
議
会
の
報
告

書
か
ら
引
い
て
い
る
。 

「
第
３
章 

先
行
事
例
」
で

は
、
多
摩
デ
ポ
、
愛
知
県
、
滋

賀
県
、
京
都
府
、
道
内
か
ら
「
北

見
地
域
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
お
け
る
蔵
書
管
理
等
」
を
取

材
し
て
い
る
。 

北
見
地
域
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
の
１

市
７
町
（
北
見
市
、
置
戸
町
等
）

で
構
成
さ
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内

の
住
民
は
、
ど
こ
の
図
書
館
で

も
自
分
の
カ
ー
ド
で
登
録
・
貸

出
が
で
き
る
。
相
互
貸
借
の
申

込
、
地
元
運
送
業
者
に
よ
る
独

自
の
運
賃
設
定
等
、
相
互
貸
借

の
約
６
割
が
圏
域
内
で
利
用
さ

れ
て
い
る
。
圏
域
内
蔵
書
と
い

い
、
圏
域
内
で
可
能
な
限
り
蔵

書
を
残
し
て
い
く
と
の
認
識
が

共
有
化
さ
れ
て
い
る
。 

「
第
４
章 

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
」
は
、
道
内
図
書
館
（
公

民
館
図
書
室
等
含
む
）
に
資
料

保
存
の
現
状
を
質
問
し
た
も
の
。

１
７
９
市
町
村
に
調
査
票
を
送

付
し
、
１
５
０
回
答
。
回
答
率

は
８３
．
８
％
だ
っ
た
。 

「
第
５
章 

考
察
」
は
共
同
保

存
の
こ
れ
か
ら
で
、
当
然
な
が

ら
資
料
保
存
に
道
立
図
書
館
の

役
割
と
存
在
は
大
き
い
。 

し
か
し
北
海
道
に
は
そ
の
広

域
性
を
考
慮
し
、
地
域
振
興
局

と
い
う
行
政
単
位
が
あ
る
。
道

立
図
書
館
が
資
料
保
存
の
最
後

の
砦
と
す
る
と
、
そ
の
前
に
、

振
興
局
管
内
が
あ
る
。
北
見
地

域
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お

け
る
「
圏
域
内
蔵
書
」
と
い
う

考
え
方
は
、
大
い
に
参
考
に
な

る
と
す
る
。 

共
同
保
存
を
考
え
る
際
に
、

最
も
大
き
な
役
割
を
は
た
す
の

は
、
市
町
村
立
図
書
館
等
で
、

道
内
で
最
後
の
一
冊
に
な
っ
て

い
な
い
か
意
識
し
な
け
れ
ば
、

共
同
保
存
へ
進
め
な
い
。 

「
ま
と
め
」
で
は
、
道
立
図

書
館
に
よ
る
最
後
の
一
冊
確
認

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
（「
Ｔ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
」
の
様
な
）
、
そ

れ
ま
で
は
現
行
の
横
断
検
索
を

活
用
、
書
庫
狭
隘
問
題
な
ど
、

一
朝
一
夕
で
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
も
の
も
あ
る
が
、「
や
む
を

得
ず
最
後
の
一
冊
を
除
籍
す
る

場
合
は
道
立
図
書
館
に
相
談
す

る
」
な
ど
、
一
館
一
館
が
で
き

る
こ
と
か
ら
取
組
ん
で
い
く
。 

道
内
全
体
で
資
料
を
護
り
提

供
し
て
い
く
に
は
、
然
る
べ
き

場
所
を
設
定
し
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
行
う
か
、
時
間
を
か
け

て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
未
来
の
利
用
者
の

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館

が
で
き
る
こ
と
に
取
組
ん
で
い

く
と
し
て
い
る
。 

 

様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
北

海
道
で
の
共
同
保
存
が
進
む
こ

と
に
期
待
し
、
今
後
に
注
目
し

て
い
き
た
い
。 

（
事
務
局 

鬼
倉
） 

北
海
道
図
書
館
振
興
協
議
会
に 

よ
る
、
共
同
保
存
の
調
査
研
究 

報
告
書
が
発
行
さ
れ
た 
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調
査
研
究
活
動
と
北
海
道

図
書
館
振
興
協
議
会 

 

一
戸 

泰 

北
海
道
立
図
書
館 

北
方
資
料
室 

 

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
報
告
書
を
お

読
み
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
、

こ
こ
で
は
研
究
調
査
に
関
わ
っ

た
一
図
書
館
員
の
立
場
か
ら
、

研
究
主
体
の
北
海
道
図
書
館
振

興
協
議
会
と
そ
の
活
動
に
つ
い

て
感
想
を
交
え
て
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

公
立
図
書
館
と
公
民
館
図
書

室
等
が
加
盟
す
る
北
海
道
図
書

館
振
興
協
議
会
（
略
し
て
「
北

図
振
」）
の
活
動
は
、
（
１
）
北

海
道
図
書
館
大
会
及
び
全
道
研

修
、
（
２
）
地
方
研
修
会
支
援
、

（
３
）
図
書
館
情
報
の
提
供
及

び
調
査
研
究
、（
４
）
表
彰
と
い

っ
た
も
の
が
あ
り
、
大
学
・
短

大
、
学
校
、
専
門
と
い
っ
た
異

館
種
の
図
書
館
団
体
が
一
堂
に

会
す
る
北
海
道
図
書
館
大
会
の

運
営
や
、
航
空
機
路
線
が
張
り

巡
ら
さ
れ
る
他
に
類
を
見
な
い

広
さ
を
持
つ
北
海
道
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
圏
域
で
開
催
さ
れ

る
地
方
研
修
会
の
支
援
な
ど
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
相
互
貸
借
に
係
る
共

通
の
マ
ナ
ー
を
「
北
海
道
図
書

館
振
興
協
議
会
相
互
貸
借
規

程
」
と
し
て
明
文
化
さ
れ
て
お

り
、
加
盟
館
は
相
互
の
貸
借
費

用
を
片
道
負
担
と
し
て
い
る
点

も
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
に
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
、
域

内
の
片
道
負
担
は
特
に
珍
し
い

も
の
に
は
思
え
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
小
図
書
館
の
担
当

者
の
方
か
ら
は
、
こ
う
し
た
相

互
負
担
の
取
り
決
め
が
明
文
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
自
ら
が

北
図
振
の
負
担
金
（
一
市
町
村

あ
た
り
年
会
費
１
万
～
１
万
５

千
円
。
道
と
政
令
市
は
別
額
）

を
負
担
し
て
い
る
（
払
う
の
は

自
治
体
で
す
が
）
一
員
な
の
だ

と
い
う
意
識
が
あ
る
お
か
げ
で
、

小
さ
な
図
書
館
、
図
書
室
で
も

臆
す
る
？
こ
と
な
く
他
の
図
書

館
に
気
軽
に
依
頼
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
だ
と
教
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
北
図
振
自
体
は
、
北
日
本

図
書
館
連
盟
の
加
盟
組
織
で
も

あ
る
の
で
、
北
図
振
に
加
盟
す

る
図
書
館
、
図
書
室
は
東
北
地

域
６
県
の
図
書 

館
と
の
間
で
も 

片
道
負
担
で
相 

互
貸
借
を
し
て 

い
ま
す
。 

北
海
道
の
図 

書
館
員
に
は
イ
ベ
ン
ト
の
主
催

者
名
に
見
か
け
る
程
度
の
意
識

し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
身
近
な

研
修
や
相
互
貸
借
の
実
務
的
な

メ
リ
ッ
ト
な
ど
、
地
味
に
現
場

職
員
を
支
え
る
大
切
な
団
体
と

い
う
の
が
私
の
北
図
振
像
と
い

え
そ
う
で
す
。 

２
年
が
か
り
で
行
う
（
３
）

の
調
査
研
究
事
業
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
「
総
合
的
な
学
習
等
へ

の
図
書
館
の
対
応
」「
北
海
道
図

書
館
総
合
目
録
研
究
会
」「
子
ど

も
読
書
活
動
」「
電
子
資
料
」「
高

齢
者
・
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
」

「
学
校
図
書
館
へ
の
支
援
」「
図

書
館
の
管
理
・
運
営
」
な
ど
、

そ
の
時
々
の
公
立
図
書
館
が
直

面
す
る(

で
あ
ろ
う)

課
題
を
テ

ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
判
断
材

料
を
報
告
書
の
形
で
情
報
提
供

す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い

ま
す
（
個
人
的
に
は
「
電
子
資

料
」
テ
ー
マ
の
報
告
書
「
ゼ
ロ

か
ら
は
じ
め
る
デ
ジ
タ
ル
化―

小
規
模
図
書
館
で
も
で
き
る
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
気
に
入
っ

全
文
は
北
海
道
図
書
館

振
興
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

分
か
り
や
す
く
考
え
方
の

参
考
に
も
な
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

な
お
こ
の
調
査
研
究
を

担
っ
た
７
人
の
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
の
一
人
の
方
に
、
原

稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
ま

し
た
。 
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て
い
ま
す
）。 

今
回
の
報
告
書
『
資
料
を
護

り
、
未
来
の
利
用
者
へ
残
す
た

め
に 
資
料
の
共
同
保
存
と
除

籍
を
考
え
る
』
も
、
今
後
に
向

け
た
多
く
の
判
断
材
料
を
情
報

提
供
で
き
る
も
の
に
な
っ
た
と

自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

先
進
地
の
調
査
事
例
の
よ
う

な
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な
取
り
組

み
を
す
ぐ
に
取
り
入
れ
こ
と
は

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
は
北
海
道
ま
た
は
地
域
内

に
お
い
て
資
料
を
残
す
と
い
う

共
通
認
識
を
持
ち
合
う
こ
と
、

そ
の
方
法
を
論
議
し
明
文
化
す

る
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

北
図
振
ら
し
く
現
場
レ
ベ
ル
で

組
み
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

た
調
査
に
な
り
ま
し
た
（「
あ
い

ち
ラ
ス
ト
ワ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
よ
う
な
わ
か
り
よ
さ
と

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
名
称
は
良

い
で
す
ね
）。 

今
回
の
研
究
調
査
活
動
で
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共
同
保
存
図
書

館
・
多
摩
を
は
じ
め
先
進
的
な

試
み
を
実
践
さ
れ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
機
関
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
と
も
北
海
道
の
図
書
館

と
道
立
図
書
館
、
そ
し
て
北
図

振
を
よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す
。 

   
（
株
）
カ
ー
リ
ル
と
の 

共
同
研
究 

定
例
会
報
告 

 
 

共
同
研
究
定
例
会
は
、
引
き

続
き
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
一
括
処
理

シ
ス
テ
ム
に
は
、
東
久
留
米
市

か
ら
活
用
し
た
い
と
の
新
た
な

申
し
出
が
２
月
に
あ
り
、
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
で
多
摩
地
域
の
１２

自
治
体
に
提
供
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

現
在
の
定
例
会
の
議
題
は
、

（
１
）
蔵
書
目
録
へ
の
Ｉ
Ｓ
Ｂ

Ｎ
デ
ー
タ
の
遡
及
入
力
事
業 

 

（
２
）
多
摩
デ
ポ
統
合
検
索
で

の
書
誌
割
れ
の
解
消
（
３
）
多

摩
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
（
４
）
多
摩
デ
ポ
実
践
講
座 

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

（
１
）
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
の
遡
及
入

力
事
業
は
、
各
図
書
館
が
所
蔵

す
る
図
書
で
、
現
物
に
は
Ｉ
Ｓ

Ｂ
Ｎ
が
付
与
さ
れ
て
い
な
が
ら

目
録
デ
ー
タ
に
は
入
力
さ
れ
て

い
な
い
書
誌
に
、
機
械
的
な
推

定
を
試
み
、
精
度
を
確
認
し
な

が
ら
遡
及
入
力
を
行
っ
て
い
く

も
の
で
す
。
現
在
、
府
中
市
の

蔵
書
目
録
（
１
９
８
３
年
か
ら

約
１０
年
分
）
に
対
し
て
実
験
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
国
立
国
会

図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

Books.or.jp

の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
、
カ
ー
リ
ル
が
所
有
す
る
書

誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
突
合
し
、

精
度
を
確
認
す
る
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

（
２
）
の
「
多
摩
デ
ポ
統
合

検
索
」（
シ
ス
テ
ム
は
ま
だ
未
公

開
）
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
が
付
与
さ

れ
て
い
な
い
資
料
も
統
合
的
に

検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク

キ
ー
が
な
い
た
め
、
必
ず
あ
る

程
度
の
書
誌
割
れ
を
起
こ
し
ま

す
。
こ
れ
を
解
消
し
実
用
的
に

使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
地

域
資
料
を
中
心
に
書
誌
割
れ
の

実
態
を
把
握
し
、
国
立
国
会
図

書
館
の
デ
ー
タ
な
ど
も
使
い
な

が
ら
同
定
識
別
す
る
方
法
を
模

索
し
て
い
ま
す
。 

（
３
）
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
は
、
ま
だ
多
摩
地
域
の
実

態
を
調
べ
て
い
る
段
階
で
す
。 

（
４
）
の
多
摩
デ
ポ
実
践
講

座
は
、
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｓ
の
普

及
に
よ
る
資
料
保
存
の
意
識
向

上
を
め
ざ
し
て
、
館
長
協
議
会

と
の
連
携
を
求
め
な
が
ら
、
次

の
実
践
的
な
講
座
内
容
を
詰
め

て
い
る
段
階
で
す
。 

 

以
上
、
簡
単
な
報
告
で
す
が
、

共
同
研
究
定
例
会
は
２
０
２
３

年
度
も
継
続
し
一
歩
一
歩
成
果

を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

（
事
務
局 

齊
藤
） 
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年
度
末
の
３
月

３１

日
付
で 

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
１６
号
を
発
行

し
ま
し
た
。 

今
号
は
、
用
紙
代
の
急
騰
の

た
め
本
体
価
格
を
１
０
０
０
円

に
改
訂
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
会
員
の
皆
様
へ
は
引

き
続
き
一
冊
無
料
で
お
届
け
し

て
い
ま
す
。 

２
０
２
２
年
度
総
会
記
念
講

演
は
、
保
坂
一
房
氏
に
『
地
域

資
料
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ 

❘
た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団
歴

史
資
料
室
を
例
に
❘
』
の
題
で

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
は
、
現
在
も

Yo
u
T
u
be

で
視

聴
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
大
幅

に
加
筆
し
て
冊
子
と
し
て
発
行

し
ま
し
た
。
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第

２
号
『
地
域
資
料
の
収
集
と
保

存
❘
た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団

歴
史
資
料
室
の
場
合―

』
か
ら

１４
年
後
の
歴
史
資
料
室
の
進
化

を
存
分
に
表
現
し
て
い
ま
す
。 

た
ま
し
ん
歴
史
文
化
財
団
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
た
の

は
２
０
０
１
年
５
月
。
当
初
は

多
摩
地
域
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
の
総
目

次
、
著
者
名
等
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
で
は
創
刊
か
ら
１

２
０
号
ま
で
の
全
ペ
ー
ジ
が
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ

れ
て
お
り
、
各
号
の
目
次
だ
け

で
な
く
、
地
名
・
事
項
・
人
名

等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
誌
面
を

検
索
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
に
は
『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』

以
外
に
も
赤
色
立
体
地
図
、
絵

図
・
地
図
、
チ
ラ
シ
、
絵
葉
書

が
追
加
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
う
な
ぎ
上
り

に
増
加
と
の
こ
と
。 

本
号
を
お
読
み
い
た
だ
い
た

ら
、
ぜ
ひ
カ
ラ
フ
ル
な
画
像
を

歴
史
資
料
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し

ま
す
。 

                 

  
＊
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
事
務
所
に

直
接
購
入
の
申
込
み
を
い
た

だ
け
れ
ば
会
員
は
本
体
価
格

の
１０
％
引
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

会
費
納
入
の
お
願
い 

 

新
年
度
を
迎
え
、
会
費
を
納

入
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
振
込
票
を
同
封
し

て
い
ま
す
。 

多
摩
デ
ポ
の
活
動
は
皆
様
か

ら
の
会
費
を
基
本
に
成
り
立
っ

て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

 

★
会
の
現
勢 

 
 ２

０
２
３
年
４
月
２０
日
現
在 

 
 
 

●
正
会
員 

 
 
 
 

（
個
人 

８０
名
） 

 
 
 
 

（
団
体 

２
団
体
） 

 
  

●
賛
助
会
員 

 
 
 
 

（
個
人 

３０
名
） 

 
 
 
 

（
団
体 

２
団
体
） 

 
 
 

●
年
会
費 

正
会
員 

五
千
円 

賛
助
会
員
一
口
二
千
円 

 
  

 ◎
昨
年
度
末
で
の
退
会
を
申
出

ら
れ
た
賛
助
会
員
が
５
名
あ

り
、
減
員
と
な
り
ま
し
た
。 

多
摩
デ
ポ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト 

第

１６

号

『
地
域
資
料
と 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
』 

が
完
成
し
ま
し
た 

2022年度多摩デポ総会記念講演会「地域資料とデジタル 

アーカイブ－たましん歴史文化財団歴史資料室を例に」 

保坂一房氏 

https://www.youtube.com/watch?v=T5UUc3nM5QU 

 *多摩デポホームページ＞理事会・総会＞総会＞2022 年

度通常総会からリンクあり 

 *「youtube 地域資料とデジタルアーカイブ」「youtube  

多摩デポ総会」「youtube 多摩デポ」等での検索も可 

 

たましん地域文化財団ホームページ 

https://www.tamashinhistory.org/ 


